
［説明資料］発明・工夫作品コンテスト 製作の動機または目的，利用方法，作品自体やその製作過程で工夫したことを，文

章，写真，図などで説明。この用紙１枚に記入し，PDFファイルに変換した後，ホームページに貼り付けてください。 

 

学校名 福岡工業大学 
個人・ 

グループ名 
雨量チーム 作品名 どこでも雨量計！！ 

 

 

 

 

 

  

 

 

製作の動機 
現在、雨量観測方法としてアメダス(Automated 

Meteorological Data Acquisition System)が用いら

れている。しかしながら、アメダスは約 17km間隔

で設置されているため、局地での詳細な雨量観測がで

きない。そこで圧電素子を用いて簡易雨量計を開発し

局地の雨量観測を行う装置を作製した。 

 

簡易雨量計 

XBee(s2)、マイコン(16F690)、及び積分回路

を用いた回路 
簡易雨量計の中身 
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この黒い箱の中にはメ

イン回路が！！ 

雨量を求める式 

X(mm/h)=0.06(水滴の重さ

(g))×カウント数(電圧が発

生した回数)/1時間 
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